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ウミトラノオ Sargassum泊四bergu刷e由凶exRo血)

Kuntzeはホンダワラ属Bac加 >phycus亙属に属し，南は

九州・沖縄から北は北海道までの日本各地，朝鮮半島

や中国沿岸に分布し，潮間帯中部から下部にかけて生

育している(Yoshida1983)。

湊で， Koh et a1. (1993)が韓国のPadoriで， Zheng and 

Chen(1993)が中国福建省平揮島で行ったものがある。

しかしながら，九州沿岸域の個体群についてはこれま

で報告がない。

ふつうホンダワラ類は漸深帯に分布する。潮間帯下

部に生育する Bactrophycus亜属のホンダワラ類は9種

あるが，潮間帯中部にまで生育できる種は本種のみで

あり，場所によっては同じ生育帯でヒジキ Hizikia

fusi命ITmIs(H町 ey)Okamuraと鏡合する関係にある。こ

のようにBac加 >phycus亜属の中では特殊な環境に生育

しているウミトラノオの生態に関する研究は，これま

で中村ら(1971)が北海道噴火湾で，Umez紘i(1974)が京

都府舞鶴湾で，丸井ら(1981)が北海道忍路湾で，新井・

新井(1983)，新井ら(1985a)，新井ら(1985b)が千葉県小

-現住所:鹿児島大学大学院水産学研究科(89か∞56鹿児島市

下荒田牛，50却)e・，mail:副ra@bio.fish.kagoshima-u.田.jp
帥 e司.mail:ilina@net.nag掴紘i-u.ac.jp

一方これまでの研究により，北海道噴火湾，忍路湾，

京都府舞鶴湾，中国平揮島の個体群は，春~夏に最大

になるような年1回の成長・成熟サイクルをもってい

るが，千葉県小湊の個体群には春と秋に最大となるよ

うな年2回の成長・成熟サイクルをもつものが存在す

ることが明らかとなっている{新井・新井 1983)。しか

し，これらの研究のいずれもが，単一地域個体群の生

態調査である。

本研究では，半島先端部と閉鎖性内湾奥部という大

きく生育環境が異なる2地点で，ウミトラノオの成長

と成熟にどのような違いが生じるのか，また小湊で見

られた年2回成熟の現象は，はたして九州沿岸域に生

育する個体群にも見つかるのかを明らかにするため，

長崎県南部におけるウミトラノオ個体群の調査を行っ
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Fig. 1 Map of the study area. 

た。同一地域の異なる環境に生育するウミトラノオ個

体群の比較は本研究が最初である。その結果成熟期を

異にする2つの個体群の存在を確認したのでここに報

告する。

材料と方法

調査は 1997年5月21日から 1998年3月3日までの

約10ヶ月間，大潮ごとにほぼ月 2回の頻度で，長崎県

西彼杵郡野母崎町の長崎大学水産学部附属海洋資源教

育研究センター裏の海岸(北緯32度35分，東経129度

45分，以後野母崎と称す)と，西彼杵郡長与町堂崎海

岸(北緯32度53分，東経 129度53分，以後堂崎と称

す)の2地点で行った (Fig.1)。

野母崎は長崎市の南西，東シナ海に突出する長崎半

島の先端に位置し，外洋的要素の強い海域である。調

査海岸の約 10m沖には干潮時にのみ干上がる瀬があ

り，干潮時にはこの瀬が防波堤となり内磯のような観

を呈する。調査海岸の潮間帯には，大型褐藻類では本

種とヒジキが大きな群落を形成している。しかし本穫

は，水平方向ではヒジキよりも波あたりの弱い場所

に，また垂直方向ではヒジキ帯の下部に位置し，混生

する幅は非常に狭い。

一方，堂崎は大村湾の奥部に位置する岬の最先端に

ある。この大村湾は南北に約26km，東西に llkmの中

型湾で，外海とは北部の狭い針尾瀬戸と早岐瀬戸での

栗原・飯閑

み通じている海水交換の少ない極めて閉鎖的な海湾で

ある。そのため湾内の潮位差は極めて小さく，潮高比

は野母崎の0.3倍，平均潮位差は53cmであり，高潮間

隔は約3時間遅れる(長崎県水質審議会 1981)。ここで

は南あるいは東の風が吹いた場合，背後の山が防風の

役目を果たす。しかしそれ以外の場合は風波の影響を

直接受けるとともに，すぐ沖合いを頻繁に航行する船

舶による波の影響も大きい。調査海岸の潮間帯中部か

ら下部にかけては，本種の密生純群落が保持されてお

り，野母崎のようにヒジキと混生することはない。本

種生育帯以深の岩礁域には，潮間帯と漸深帯の境界付

近にイソモクSargassumhem伊'hyllum(Tumer) C. Agardh 

が，漸深帯 1-2m付近にヨレモク S.siliquostrum 

(Tumer) C. AgardhとアキヨレモクS.autumnaJe Y oshida 

が生育している。

調査地点にはウミトラノオが優占しており，作業し

やすい比較的平滑な場所を野母崎4地点，堂崎2地点

の計6地点選んだ。 1調査地点につき， 50cmX50cm内

に生育する藻体の基部に，番号をつけた園芸用の針金

入りビニールひもを結び付けた(新井ら 1985a)。これ

は調査期間中，同一個体を確実に測定するためであ

る。波の作用などで標識が調査期間途中で流失した場

合は，可能な限り同一個体に再標識した。

ウミトラノオは通常付着器をともにする 1株より，

数本から10数本の主枝を出している。本調査ではこの

1株を1個体とみなし， 1個体中最長の主枝を付着器か

ら先端まで測定することでその個体の主校長とした。

主枝長の測定には竹製長物差しを使用した。また，本

種は常時，長さ lcm程の短い主枝も備えているが，長

い主枝が枯死・流出した後，この短い主枝が新たに伸

長する。この現象を再成長と呼ぶこととし，再成長し

た主枝の長さも同様の方法で測定した。

生殖器床の確認は野外調査時に目視にて行い， r成
熟期Jを推定した。成熟期開始は最初に生殖器床の形
成を確認した時を指し，最後に生殖器床を確認した時

を成熟期終了とみなした。

海水温度の測定には棒状温度計を用い，海水面下約

30cmで測定し，また同時に地上約1.5m付近の気温も

iRU5Eした。5月から9月までは昼間に最干潮を迎えるた

め，調査時刻は野母崎では昼過ぎ，堂崎では夕方近く

となり， 10月から翌年3月までは夜中過ぎに最干潮を

迎えるため，調査時刻は野母崎では夜中から，堂崎で

は夜明け前後となった。そのため，気温，海水温度の

測定時刻は調査日によって異なった。
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態となっていた。

11月(海水温13.1'C)より再成長を開始した個体が見

られ始めたが(Fig.4a)，その後の主枝の伸長は鈍<， 2 

月(13.1'C)になっても最長14cm(平均主枝長3.5cm)で

あった(Fig.3a)03月3日(12.2'C)では最長3Ocm(平均

6.5cm)と前月よりは成長していた(Fig.3a)。

一方成熟に関しては， 5月24日まで放卵を確認する

ことはできなかったが，生殖器床は十分膨らんで，い

つでも放卵・放精できる状態にあり，その後5月25日

と27日に放卵を確認した。 6月4日には，生殖器床の

先端の内部にまだ放出されていない卵や精子が残って

いただけであった。放卵時の海水温は21.4'C(5月25

日)， 20.9'C(5月27日)であった。その後の6月20日(25.2

'C)と7月 17日(25.8'C)には生殖器床は空であった。

2.堂崎

堂崎のウミトラノオは，流紋岩で構成されている岩

礁海岸の，潮位+15cm-+判cmに帯状に生育してい

た。堂崎の場合，干出は 1日にほぼ2回起こっている

が，生育帯が完全に干出するのは， 5月から9月は夕方

の1日1回， 9月から 1月は夜明け前後の 1日1回， 2 

月から4月は夜明け前後と夕方の 1日2回であった

σ'able 2)。
謂査地点、の調査期間中の海水温と気温は， Fig.2bに

結果

1.野母崎

調査地点のウミトラノオは，変成岩(特に緑色変岩)

を主とした岩礁海岸に，潮位にして-33cm -+ 28cm 

の幅で生育していた。この生育帯が干潮時に子出する

時間帯と千出頻度を月別にまとめたものをTable1に示

した。 5月から9月までは昼過ぎ， 9月から 1月までは

夜半過ぎ， 2月から4月は昼過ぎと夜半過ぎの1日2回

の干出が見られた。調査期間中の調査地点の海水温と

気温の変化を Fig.2aに示した(測定時間は調査日に

よって異なり一定ではない}。海水温は最低11.5'C(2月

2日}から最高29.8'C(8月 17日)の聞で，気温は最低

5.0'C (2月2日)から最高35.0'C(8月17日)と変化した。

1997年5月から 1998年2月までのウミトラノオの

主枝長の変化と生殖器床形成個体(図中濃色部分)を

Fig.3aに示した。調査を開始した5月21日，主枝長は

lcmから 160cmまであったが，そのうち 5cm-30cm 

のものがすでに約50%も占めていた。 6月から7月に

かけては流失個体が増え，3Ocm未満の個体の割合も増

えたが，生育帯下部には50cm以上の藻体が残ってい

た。平均主枝長は6月20日に4l.3cm ， 7月17日では

24.6cmであった。 8月にはほとんどがlcm程度の若い

主枝だけの状態であり，わずかに枯死寸前の主枝があ

るだけであった。 9月には全ての個体で若い主枝の状
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August to October 1997. Symbols are the same as Fig. 3. Asterisks indicate presence of mature plants. 

示されるように最低8.8'C(2月3日)と 5.5'C(11月19 1997年5月から 1998年2月までの堂崎の主校長の

日)から最高31.9'C(9月1日)と 35.5'C(9月1日)の間 変化と成熟(生殖器床の形成を確認した個体)をFig.3b

で変化し，野母崎よりも海水温の高低差は大きかっ に示した。 5月，ウミトラノオは藻体長4cmから 82cm

た。 まであったが， 40cm-70cmのものが60%を占めてい
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た。 6月に入り最長90cmとなったが，個体群は主枝長

4Ocm-7Ocmを中心に構成されていた。しかし， IOcm 

-3Ocmの個体数が増加したため，平均主枝長は5月の

50.0cmから47.5cmに減少した。 7月になると 60cm以

上の個体は流失し， 2cm -30cmのものが55%となっ

た。 8月3日には，平均藻体長7.4cmと，藻体の枯死が

目立っていた。

若い主枝が再成長を開始する様子を Fig.4bに示し

た。 8月3日以後は再成長するまで，長さ 2cmほどの

若い主枝を残していた。若い主枝の再成長を9月1日

(30.2"C)に確認した。その後，藻体は3月3日までに最

大40cmまで伸長したσ'ig.3b)。この時期でも側枝を伸

ばしている個体はまだわずかであった。再成長を開始

した9月からの平均主枝長は， 9月20日(24.5"C)に

4.9cm， 10月18日(22.0"C)に5.8cm，11月6日(18.8"C)

に7.9cm，12月31日(12.0"C)に 16.4cm，2月3日(8.8

"C)に 17.1cm，3月3日(11.0"C)に26.8cmと推移した

(Fig. 3b，4b)。

放卵は6月5日， 7月5日， 7月19日， 8月3日に確

認された。生殖器床を有する主校長はそれぞれ26cm-

9Ocm， 9cm -58cm， 7cm -48cm， 15cmであった。 8

月3日に放卵を確認した個体ではまだ藻体下部が流失

せず残っており，そこに生殖器床が形成されていた。

放卵が見られた日の海水温度は，23.4"C(6月7日)，25.0 

℃σ月5日)， 28.0"C (7月19日)， 27.0"C (8月3日)で
あった。

また9月20日(24.5"C)に，成熟している 1個体を発

見した(Fig.4b)。この日以降，最後に成熟個体が見ら

れた12月下旬 (12.0"C)までに4個体を確認した。この

うち2個体は春にも成熟していたことが，標識番号か

ら明らかとなった。生殖器床を有する個体は標識個体

以外の個体からも5個体ほど確認できた。これらの個

体の多くは側枝を形成することなく，生殖器床は主枝

より生じていた。10数本ある主枝のうちの1-数本(多

くて6本)だけが生殖器床を形成しており，その長さは

6cm-2Ocmであった。秋から初冬にかけて成熟した主

枝は1か月ほどで枯死してしまい，同一個体の中でも

生殖器床を形成しなかった主枝は，その後も伸長を続

けた。

考察

野母崎と堂崎のウミトラノオ個体群には，(1)最長主

校長，(2)枯死・流失から新しい主枝の成長開始までの

期間，助成熟期，に違いが見られた。

(1)最長主校長

5月下旬の平均主枝長は，野母崎と裳崎でほぼ同じ

であったが，最長主枝長は野母崎の方が堂崎よりも長

かったσ'ig.3)。これは，野母崎での成熟期が堂崎より
も早かったためと考えられる。なぜなら一般にホンダ

ワラ類の主校長は成熟前に最長となるが，野母崎は観

察を始める約1ヶ月前にすでに成熟していたからであ

る。 Fig.3aの5月21日ではOcm-3Ocmまでが50%を

占めていることからも，野母崎ではすでに藻体長の極

大期が過ぎていたものと推察される。

他の地域のウミトラノオの主校長を見ると，忍路湾

や舞鶴湾では最大 100cm程に達し(丸井ら 1981，

Umezaki 1974)，中国平海島では平均54cm(Zhengand 

Chen 1993)，小湊では最大40cm未満(平均15cm)(新

井・新井 1983，新井ら 1985a，新井ら 1985b)，韓国Padori

の平均はわずか6.3cmであるほohet al. 1993)。このよ

うな地域による藻体長の違いは，新井・新井(1985a)が

考察したように，潮汐が影響しているのかもしれな

い。野母崎の生育帯は潮位-33cm -+ 28cmにあり，
最長主枝長は160cmであるから，藻体の先端は野母崎

の平均潮位(1臼cm)付近に到達する。一方堂崎は，潮

位+15cm -+ 44cmに生育しており，最大主枝長は
90cmであるから，主枝の先端は常に堂崎における大潮

最高高潮面(1例cm)を超えている。このように堂崎で

は主枝の先端が水面に逮した状態にあり，最大でも

90cm程度までしか成長できないものと考えられる。

(2)枯死・流失から再成長(新しい主枝が成長)を開

始するまでの期間

成熟後，主枝は徐々に枯死し，流失していく。両地

点とも8月には成熟を終えた主枝の多くは流失してい

た。その後，堂崎は9月には新しい主枝の伸長が見ら

れたのに対し，野母崎では新しい主枝が伸長を開始す

る11月までの間，全く伸長していない(Fig.3)。舞観，

小湊，中国平i草島，韓国Padoriのウミトラノオは小湊

同様，主枝の流失後，徐々にだが主枝は伸長している。

長崎は温帯に位置しており，海水温も野母崎では

11.5-29.8"C (温度差18.3"C)，堂崎では8.8-31.9"C(温

度差23.1"C)と，両地点はそれほど違いがなく，日長は

両地点とも明期/暗期=10時間/14時間-14時間/

10時間である。野母崎と堂崎の生育環境の違いは干出

時間帯と 1ヶ月間に干出する頻度にあると推察される

σable 1， 2)。
野母崎の場合， 6月後半から9月の大潮時は，昼時

に干出するぐTable1)。この時，気温は25"C以上と高く

(Fig.2a)，この高混下での干出による藻体の乾燥が，秋

に伸長する若い主枝の成長を抑制しているものと考え
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Table I Mon血Iychanges of血e也neand貴equencyof low wa旬rat

Nomoza主i，which reached at least a pa目。fgrowing zone of S. 

油田bergu.

M町曲 加国 臨時降.， TIII田alloww醐"
1扇7内醐 6-8 s lAM-3AM 

6-11.22-27 12 2PM-5PM 

M町 5-10.21-舗 12 lPM-5PM 

Jut掴 3-8.20ー剖 11 lPM-5PM 

JUIY 4-6.旬 -23 s 2PM-4PM 

向串圃 作 -20 4 2PM-3PM 

S匂描副由er 16-17 2 2PM-3PM 

oc!園調r 16-20 5 2AM-4AM 

NDI飽mT町 2-4.叩ー帽'.29-30 12 lAM-5AM 

口町田同時r 1-5.12-18.:歯-31 16 OAM-5AM 

帽銅占師国ry ・・4.10-17.26 -31 18 OAM-6AM 

F由咽甲 1 -2，9 -15，25 -26 13 lAM-5AM 

組 4PM-5PM 

MaR出 1-2，13-14.鵠 -30 10 lAM-5AM 

1-3.27-31 s 2PM-6PM 

*1 Sum of number of days when the growing zone emerged. 

*2 Approximate time白紙tidereached the low water mark during 

these dayS. 

られる。

一方堂崎は，ほほ1日2回干出している(時間帯は

日に30分ずつ遅れている)が，昼頃に干出するのは生

育帯の上半分だけである。また，生育帯が完全に干出

する時間帯は気温も日射量も日中より低下する，日没

前後である (Table2)。このことが，藻体の乾燥をかな

り抑えており，このことが堂崎での9月からの再成長

を可能にしたと考えられる。

(3)成熟期

野母崎では4月下旬-6月上旬(成熟開始は不明)，堂

崎は6月上旬-8月上旬と時期的には多少ずれている

が，成熟期間は約2ヶ月と同じであった。しかしなが

ら，堂崎は9月下旬から 12月下旬の聞で成熟した個体

が存在していた点で，野母崎と区別できる。

これまでの報告から，ウミトラノオの成熟期を2つ

にわけることができる。 1つは年1回成熟タイプ，もう

1つは年2回成熟するタイプである。前者には北海道忍

路湾，京都府舞鶴湾，後者のタイプは千葉県小湊であ

る。今回，野母崎は年1回タイプ，堂崎は年2回タイ

プであることが判明した。

小湊のウミトラノオは潮間帯中部の平らな岩盤上で

密な群落を形成しており，同一個体が春と秋の年2回

成熟する個体群が存在する(新井ら 1983)。小湊では

20cm以下でも成熟が可能であることから，夏に藻体上

部が流失しても秋に短時間で再成熟可能な長さに達す

ることができる。そのため年2回の成熟を行うことが

Table2 Mon血Iych聞B田 ofthetime阻dfr判U個 cyoflowwa旬rat

Douz紘i，which reached a11 parts of也.egrow崎町leofS.油田加-gu.

Mo/dh D輔8 Da'開吋 τ加祖国加ww園町・2

1997 Apr骨 5-9 s 4AM-7AM 

6-12，22-27 13 5PM-9PM 

May 5-11，21-27 14 4PM-9PM 

占踊・ 3-8，19-25 13 4PM-9PM 

占有 3-7，18-23 11 4PM-8PM 

血唱岨 17-21 5 S問凶-7PM

S甲睡町由留 18-20 s 4AM-7AM 

15-18 4 4PM-8PM 

OCI国間 16-20 E 5AM-8AM 

純血"""出" 1-5，13-19，29-30 14 4AM-8AM 

D田沼間同r 1-5，12-19，27-31 18 3AM-8AM 

帽98晶"""叩 1-4，10-17，24-28 18 3AM-9AM 

F由国ry 1-2，9-16，24-28 15 3AM-9AM 

27-28 2 6PM-7PM 

MaIC仇 1-2，11-15，26-31 13 4AM-8AM 

1-3，16，27-31 @ 5PM-9PM 

傘1Sum of number of days when the growing zone emerged. 

*2 Approximate time白紙tidereached the low water mark during 

曲目edays.

できたのではないかと考えられている(新井ら1985a)。

本研究において，野母崎でのウミトラノオ個体群の

成熟時期は，これまでの報告(四井ら 1984)と同様， 4 

月下旬-6月上旬の春だけであったと思われる(成熟開

始時期は不明)が，堂崎個体群の中に，小湊のように年

2困の成熟を行う個体が明白に存在した。またそれら

の主校長は20cm以下であった点でも小湊の個体群(新

井ら 1985a)と似ていた。しかし，小湊は秋が成熟の中

心で，春だけ成熟する個体はなかったのに対し，堂崎

は春が成熟の中心で，秋だけ成熟する個体は見つから

なかった点で逆であった。

Bactrophycus亜属のうち，同種内で成熟時期が異

なっていることの報告には，千葉県小湊のウミトラノ

オの他に，瀬戸内海のアカモク Sargassumhorneri 

(Tumer) C. Ag釘ぬ(奥田 1987)や石川県能登半島のフ

シスジモクS.ca泊 sumC.Agll1'ぬ(舟橋1968，筒井・新

井 1996)や高知県土佐湾のトゲモク S.microcanthum 

(Kutzing) Endlicher (大野 1984)，千葉県小湊のノコギリ

モク S.macrocarpum C. Agar曲(中嶋・今野 1979，1980)

がある。しかし，これらはいずれも同一個体が2度成

熟する小湊のウミトラノオの型とは，成熟期を異にす

る個体が別に存在する点で異なる。

堂崎で秋に成熟が可能であった理由として，まず9

月から再成長を開始できたことが大きい。秋季は温度

や日長などが春と比較的類似する環境条件下にあった

ため，ある程度の大きさに成長していた (7cm-22cm)
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藻体は成熟できたのではないかと考えられる。

今回の調査により，地理的には近い場所に位置して

いても，生育環境の違いによってウミトラノオの生態

が大きく変化することが示唆された。今後は，このよ

うな現象がその年だけに起こったものなのか，それと

も毎年の現象なのかを明らかにするためにも，継続的

な長期間の観察が必要である。
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